
11
月

５
日

水

県
教
委
、
15
年
度
県
立
高
校

の
募
集
定
員
を
発
表
。
全
日
制

は
３
学
級
減
の
１
万
５
６
０
人
、

定
時
制
と
通
信
制
は
本
年
度
と

同
じ
各
３
２
０
人
。
16
年
度
に

統
合
新
校
と
な
る
４
校
は
今
回

が
最
後
の
単
独
募
集
。

８
日

土

滋
賀
弁
護
士
会
、
奨
学
金
問

題
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

八
日
市
高
校
に
爆
破
予
告
。

生
徒
４
０
０
人
を
郊
外
に
避
難
。

10
日

月

県
教
委
、
本
年
度
全
国
学
力

テ
ス
ト
結
果
の
分
析
第
３
弾
を

公
表
。

特
別
支
援
教
育
の
あ
り
方
懇
談

会

第
３
回
会
合
。
県
教
委
、

各
校
へ
の
専
門
学
科
設
置
な
ど

を
含
む
意
見
書
を
提
示
。

11
日

火

今
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
の

求
人
倍
率
は
９
月
末
で
１
・
13

倍
と
な
り
６
年
ぶ
り
に
１
倍
台

を
回
復
。
内
定
率
は
63
・
９
％

で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
初
の

60
％
台
と
な
っ
た
。

12
日

水

県
内
の
母
子
家
庭
世
帯
数
が

１
万
３
１
９
７
世
帯
に
上
り
過

去
最
多
。

全
世
帯
の
２
・

41
％
、
本
年
度
県
調
査

高
島
市
内
の
中
学
２
年
男
子
生

徒
が
14
年
５
月
に
校
舎
３
階
か

ら
転
落
し
重
傷
を
負
っ
た
事
故

で
、
市
教
委
は

長
期
的
継
続

的
な
い
じ
め
が
直
接
的
原
因

と
の
調
査
報
告
。

13
日

木

県
が
初
め
て
実
施
し
た

し

が
の
子
ど
も
意
識
実
態
調
査

。

学
校
が
楽
し
い

と
感
じ
て
い

る
小
94
％
、
中
91
％
、
高
86
％
、

14
日

金

秦
荘
中
で
09
年
に
柔
道
部
員

が
死
亡
し
た
部
活
動
中
の
事
故
、

元
顧
問
男
性
の
業
務
上
過
失
致

死
罪
で
再
審
査
し
て
い
た
大
津

検
査
審
査
会
は
、
強
制
起
訴
の

見
送
り
を
決
定

25
日

火

い
じ
め
が
原
因
で
自
殺
し
た

大
津
市
の
中
２
男
子
生
徒
遺
族

に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴

訟
、
大
津
地
裁
で
口
頭
弁
論
。

県
教
委
と
八
幡
工
業
高
校
は
、

20
日
同
校
生
徒
が
受
験
し
た
計

算
技
術
検
定
試
験
で
、
男
性
講

師
が
事
前
に
試
験
問
題
を
解
か

せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と

発
表
。

30
日

日

彦
根
市
教
委
は
市
立
鳥
居
本

小
と
鳥
居
本
中
を
15
年
度
小
中

一
貫
校
と
し
て
開
校
、
市
内
全

域
を
通
学
校
区
に
入
学
生
を
募

集
す
る
。
小
中
一
貫
校
は
高
島

市
に
次
い
で
２
校
目
。

12
月

１
日

月

県
教
委
、
15
年
度
県
立
高
校

入
試
の
推
薦
選
抜
と
特
色
選
抜

の
概
要
を
発
表
。

２
日

火

小
５
と
中
２
対
象
の
全
国
体

力
テ
ス
ト
結
果
。
滋
賀
県
は
中

学
生
が
男
女
と
も
全
国
平
均
を

超
え
、
小
学
生
は
平
均
を
下
回
っ

た
も
の
の
女
子
が
過
去
５
年
間

で
最
高
点
に
な
る
な
ど
上
昇
傾

向
。

18
日

木

彦
根
西
高
と
彦
根
翔
陽
高
の

統
合
校
校
舎
に
関
す
る
県
議
会

質
問
で
、
16
年
２
月
末
完
成
予

定
が
４
月
末
に
な
る
こ
と
、
生

徒
一
人
当
た
り
の
運
動
場
面
積

が
他
校
に
比
べ
て
著
し
く
狭
く

な
る
こ
と
が
判
明
。

26
日

金

県
教
委
、
今
春
県
内
高
校
卒

業
予
定
者
の
就
職
内
定
状
況

11
月
末
現
在

を
発
表
。
内
定

率
は
84
・
６
％
で
前
年
同
期
比

４
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
。
09
年
度

以
降
で
最
高
。

丹
部

調
査
自
体
に
学
問
的
意
味
が
見
い
だ
せ

な
い
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
あ
る
が
、
子
ど

も
た
ち
が
解
こ
う
と
す
る
テ
ス
ト
問
題
の

内
容
も
極
め
て
非
学
問
的
で
あ
る
。
三
上

報
告
は
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
指
し
示
し

て
い
る
。
虫
眼
鏡
を
使
う
と
き
は
、
観
察

対
象
に
顔
を
近
づ
け
た
上
で
、
ピ
ン
ト
を

合
わ
せ
る
。
テ
ス
ト
の
図
の
よ
う
な
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
り
得
な
い
。
乾
電
池
で

走
る
車
の
こ
と
も
し
か
り
。
電
池
が
増
え

れ
ば
重
く
な
り
走
り
に
く
く
な
る
こ
と
く

ら
い
子
ど
も
は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
。
お

粗
末
極
ま
り
な
い
。
た
だ
、
あ
き
れ
る
こ

と
は
こ
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
だ
け
で
は
な

い
。
実
は
今
子
ど
も
た
ち
が
使
っ
て
い
る

教
科
書
の
内
容
も
な
ん
と
非
学
問
的
か
。

そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
今
日
こ
の
頃
で
あ

る
。

Ｙ
・
Ｋ
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太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
九
四
一

昭
和

16

年
、
私
は
国
民
学
校
に
入
学
し
た
。

国

民
学
校
令

は

国
民
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
ニ
則

リ
テ
…
…
国
民
ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
為
ス

と
規

定
し
て
い
た
。
忠
君
愛
国
の
軍
国
主
義
教
育
を

進
め
る
た
め
、
そ
の
年
の
四
月
、
小
学
校
を

国
民
学
校

と
改
称
し
た
の
だ
。

生
家
は
貧
し
い
農
家
だ
っ
た
。
両
親
が
汗
水

流
し
て
や
っ
と
収
穫
し
た
米
の
半
分
を
年
貢
と

し
て
地
主
に
差
し
出
す
当
時
の
小
作
制
度
に
矛

盾
を
感
じ
て
い
た
私
も
、

天
皇
陛
下
の
た
め

に
生
命
を
捧
げ
る
こ
と
こ
そ
男
子
の
誉
れ

だ

と
本
気
で
信
じ
て
い
た
。

一
旦
緩
急
ア
レ
ハ

義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼

ス
ヘ
シ

と
の
教
育
勅
語
の
精
神
を
、
い
つ
の

ま
に
か
体
得
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
五

昭
和
20

年
八
月
、

負
け
る

は
ず
の
な
い

戦
争
に
敗
れ
た
。
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
教
科
書
に
墨
を
塗

ら
さ
れ
た
こ
と
だ
。
一
冊
の
本
も
雑
誌
も
買
っ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
教
科
書
は

宝
も
の

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
偏
狭
な
軍

国
主
義
・
天
皇
制
絶
対
主
義
の
教
科
書
は
使
え

な
い
。
そ
こ
で
、
都
合
の
悪
い
部
分
を
、
先
生

の
指
図
で
墨
で
塗
り
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

学
校
で
今
ま
で
教
え
ら
れ
、
正
し
い
と
信
じ

て
い
た
こ
と
が
、
一
八
〇
度
、
間
違
っ
て
い
た

の
だ
。
何
が
正
し
い
の
か
、
何
が
真
実
な
の
か
、

自
分
の
目
で
見
極
め
、
自
分
の
頭
で
判
断
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
こ
と
は
、
し
か
し
、
大
変
貴
重
な
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
体
験
が
、
そ
の
後
の
私
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
な
っ
た
。

一
九
四
六

昭
和
21

年
一
一
月
三
日
、
国

民
主
権
・
戦
争
放
棄
と
基
本
的
人
権
尊
重
を
基

本
原
理
と
す
る
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌

年
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
。
三
月
三
一
日
に

は
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法
が
公
布
・
施
行

さ
れ
、
翌
四
月
一
日
、
六
・
三
・
三
制
の
新
学

制
が
実
施
に
移
さ
れ
た
。

そ
の
春
、
私
は
新
制
中
学
校
に
入
学
し
た
。

か
つ
て
の

国
民
学
校
一
年
生

が
、
今
度
は

新
制
中
学
一
期
生

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
、
文
部
省
著
作
の

民
主
主
義

と

い
う
教
科
書
で
学
ん
だ
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

そ
の
一
節
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育
に
は
、
政
府

の
さ
し
ず
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。

…
…
政
治
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
た
教
育
を

通
じ
て
、
太
平
洋
戦
争
を
頂
点
と
す
る
日
本
の

悲
劇
が
着
々
と
用
意
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

…
…教

科
書
に
墨
を
塗
ら
さ
れ
た
私
に
は
ス
ト
ン

と
肚
に
落
ち
る
文
章
だ
っ
た
。
こ
の
国
を
戦
前

に
戻
し
た
い
思
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
若
い
人
た
ち
に
も
、

是
非
読
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

や
ま
だ
み
の
る
・
滋
賀
民
研
副
理
事
長
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宝
も
の

だ
っ
た
教
科
書
に

墨
を
塗
ら
さ
れ
て

山
田

稔


